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（別紙６）

事  後  評  価  調  書 

Ⅰ 事業概要 

事業名 農業農村整備事業（ほ場整備事業） 

地区名 北浜西地区 

事業箇所 西尾市 

事業のあ
らまし 

本地区は西尾市の南西部に位置し、二級河川北浜川右岸に展開する平坦な水田地帯である。 

本地区のほ場は、昭和２０年代に整備されたが、水田の区画は１３ａと小さく、農道は幅員が狭く、

用排水路は老朽化し、営農に支障をきたしていた。 

こうした状況を改善するため、農地の大区画化や農道・用排水施設等の整備を行うほ場整備事業を平

成１５年度から平成２０年度まで実施した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

農地の区画を３０ａ～１ha に拡大するとともに農道や用排水路を整備することにより、大型機械の

導入や担い手農家への農地利用集積を可能にして、営農の効率化や経営規模の拡大を促す。 

【副次目標】 

  なし 

事業費 
事業費 内訳 

２９０百万円 ■工事費２１０百万円、□用補費   百万円、■その他８０百万円 

事業期間 採択年度 平成１５年度 着工年度 平成１５年度 完成年度 平成２０年度 

事業内容 農業生産基盤整備 

区画整理  31ha 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況

1）主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

大型機械の導入に対応する農地の大区画化、耕作道の拡幅、用水のパイプライン化により、労

働時間が短縮され、営農の効率化が図られた。 

水田区画の面積別構成割合 

区画面積 13a 30a 1ha 

実施前 100% － － 

現在（＝計画） － 70% 30% 

労働時間（本地区）(10a当たり) 

労働時間 実施前(H15) 計 画 現在(H25) 備 考 

水稲(30a) 62.8hr 17.0hr 12.1hr  

水稲(1ha) 62.8hr 13.4hr  8.2hr  

                                     (地元から聞き取り)

担い手農家への農地利用集積が計画を上回って進んだ。 

担い手等への利用集積（本地区分） 

項目 実施前(H15) 計画 現在(H24) 

担い手利用集積  36.6% 59.9% 68.7% 

                         (地元から聞き取り)   

【達成状況に対する評価】 

労働時間が短縮し、担い手農家への農地利用集積が計画を上回って進んだため、事業目標は達

成できた。 
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2）副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 なし 

【達成状況に対する評価】 

 なし 

Ⅲ 対応方針（案） 

今後の事後評価

の必要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要と考える。 

改善措置の 

必要性  

主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善措置は不要と考えている。 

同種事業に反映

すべき事項 

標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項ははいと考える。 


